
接種の対象となる方

次の２つを満たす方が、あらためて接種の機会をご提供する対象となります。

・平成９年度生まれ～平成19年度生まれ（誕生日が1997年4月2日～2008年4月1日）の女性（※
１）

・過去にHPVワクチンの接種を合計３回受けていない（※２）
 

接種が受けられる時期

接種の対象に該当する方は、令和４（2022）年４月～令和７(2025)年３月の３年間、HPVワクチンを
公費で接種できます。

接種するワクチンの種類・スケジュール

公費で接種できるHPVワクチンは３種類（サーバリックス、ガーダシル、シルガード９）あります
（※）。
　決められた間隔をあけて、同じワクチンを合計３回接種します。

（※）令和５年４月から、シルガード９も公費で受けられるようになりました。シルガード９についての
詳細は、「９価HPVワクチン（シルガード９）について」をご覧ください。

※１　令和６年４月からは、平成19年度生まれ（誕生日が2007年４月２日～2008年４月１日）の
方もキャッチアップ接種の対象になります。

※２　過去に接種したワクチンの情報（ワクチンの種類や接種時期）については、母子健康手帳や予
防接種済証等でご確認ください。

ページの先頭へ戻る

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/hpv_9-valentHPVvaccine.html

